
　　　　　（保210）

平成21年1月7日

都道府県医師会

社会保険担当理事　殿

日本医師会常任理事

　　　藤　原　　淳

介護老人保健施設入所者に対する処方せんの交付等について

　高度医療評価制度が平成20年4月から導入されたことに伴い、新たに薬事法の承認等が

得られていない医薬品・医療機器の使用を伴う先進的な医療技術について、先進医療の一類

型として保険診療と併用できることとされたところであり、当該未承認の医薬品等を保険医

が使用できるよう、保険医療機関及び保険医療養担当規則上の所要の改正が行われました。

　また、介護老人保健施設入所者に対して薬剤を投与した場合、従来から抗悪性腫瘍剤（内

服）等については、医療保険により算定できることとなっており、療担基準においてもこの

取扱いを明確化していたところであり、平成20年度診療報酬改定において、「介護老人保

健施設入所者に係る診療料」を改正し、医療保険より算定できる薬剤についてダルベポエチ

ン、疼痛コントロールのための医療用麻薬、B型肝炎・C型肝炎等に対する抗ウイルス剤、

B型肝炎・C型肝炎に対するインターフェロン製剤、血友病の治療に係る血液凝固因子製剤

及び血液凝固因子抗体迂回活性複合体を加えたところであります。

　しかし」療担基準の「第20条四　処方せんの交付」により、介護老人保健施設入所者に

対して保険医が処方せんを交付できる薬剤は、抗悪性腫瘍剤（内服）、疼痛コントロールの

ための医療用麻薬及びB型肝炎・C型肝炎等に対する抗ウイルス剤を処方した場合に限られ

ておりました。

　そこで中医協において、施設入所者に対して算定できる薬剤を拡大した趣旨を踏まえ所要

の改正を行うべく議論を行った結果、今般、抗悪性腫瘍剤（内服）、疼痛コントロールのた

めの医療用麻薬及びB型肝炎・C型肝炎等に対する抗ウイルス剤の他、人工透析患者に対す

るエリスロポエチン、ダルベポエチン、B型肝炎・C型肝炎に対するインターフェロン製剤、

血友病の治療に係る血液凝固因子製剤及び血液凝固因子抗体迂回活性複合体等に対しても

処方せんを交付できるよう、療担基準の改正が行われました。

　上記取扱いにつきましては、平成20年12月26目「療担規則及び薬担規則並びに療担

基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等の一部を改正する件（厚生労働省告示第56

8号）」により公布され、回目より適用されておりますので、貴会会員への周知方ご高配賜

わりますようお願い申し上げます。

　なお、具体的な改正点につきましては、添付資料をご参照くださいますようお願いいたし

ます。



〈添付資料〉

・療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等の一部

　を改正する件（厚生労働省告示第568号）

　　（平20．12．26　官報（号外第286号）写）

・介護老人保健施設入所者に対する処方せんの交付等にかかる「療担規則及び薬担規則並

　びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」の改正について

　　（平20．12．26保医発第1226002号　厚生労働省保険局医療課長）
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目

次

　
　
　
〔
最
高
裁
規
則
〕

O
裁
判
官
及
び
裁
判
官
の
秘
書
官
以
外
の
裁

　
判
所
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
規
則

　
（
最
高
裁
二
二
）

O
裁
判
所
職
員
再
就
職
等
監
視
委
員
会
規
則

　
（
同
二
三
）

〔
省

令
〕

O
消
防
法
旅
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

　
令
（
総
務
一
五
五
）

O
特
定
小
規
模
施
設
に
お
け
る
必
要
と
さ
れ

　
る
防
火
安
全
性
能
を
有
す
る
消
防
の
用
に

　
供
す
る
設
備
等
に
関
す
る
省
令
、

　
（
同
一
五
六
）

O
閉
鎖
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
の
技
術

　
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

　
す
る
省
令
．
（
同
一
五
七
）

O
火
災
報
知
設
備
の
感
知
器
及
び
発
信
機
に

　
係
る
技
術
上
の
規
格
を
定
め
る
省
令
の
一

　
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
一
五
八
）

O
在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申
請
に
関
す
る

　
領
事
官
の
管
轄
区
域
を
定
め
る
省
令
の
一

　
部
を
改
正
す
る
省
令
（
総
務
・
外
務
四
）

三八九δ＝三

○

O
法
務
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

　
令
（
法
務
七
五
）

O
鉱
害
賠
償
供
託
金
配
当
令
施
行
規
則
及
び

　
許
可
割
賦
販
売
業
者
等
の
営
業
保
証
金
等

　
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
（
法
務
・
経
済
産
業
一
）
㌔

O
領
事
官
の
徴
収
す
呑
手
数
料
の
額
を
定
め

　
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
（
外
務
一
九
）
．
．

O
国
外
に
お
け
る
旅
券
手
数
料
の
額
を
定
め

　
る
省
令
及
び
領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料

　
の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

　
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
二
〇
）

O
旅
券
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

　
令
（
同
二
一
）

O
特
別
調
達
資
金
会
計
官
及
び
特
別
調
達
資

．
金
出
納
命
令
官
支
払
事
務
規
程
等
の
一
部

　
を
改
正
す
る
省
令
（
財
務
九
〇
）

O
特
別
調
達
資
金
の
報
告
書
及
び
帳
簿
の
様

　
式
及
び
記
入
の
方
法
に
関
す
る
省
令

　
（
同
九
｝
）

O
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施
行
規
則
の
一
．

　
部
そ
改
正
す
る
省
令
（
文
部
科
学
三
九
）

O
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保

　
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等

‘
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
第
二
項
の

　
市
町
村
を
定
め
る
省
令
の
・
一
部
を
改
正
す

　
る
省
令
（
厚
生
労
働
一
八
○
）

O
薬
事
工
業
生
産
動
態
統
計
調
査
規
則
の
一

　
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
一
八
一
）

O
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
る
省
令
（
同
一
八
二
）

［＞三西一六天…五
九1、

o奎

○

O
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

　
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一

　
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
一
八
三
）

O
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を

　
図
る
た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法

　
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に

　
伴
う
農
林
水
産
省
関
係
省
令
の
整
理
に
関

　
す
る
省
令
（
農
林
水
産
八
一
）

O
動
物
用
医
薬
品
の
使
用
の
規
制
に
関
す
る

省
苓
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
八
二
）

O
農
林
水
産
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
る
省
令
（
同
八
三
）

O
農
林
水
産
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
る
省
令
（
同
八
四
）
、

0
特
許
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
省
令
（
経
済
産
業
九
〇
）

O
鉱
業
法
施
行
規
則
及
び
割
賦
販
売
法
施
行

　
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
九
一
）

O
国
土
交
通
省
定
員
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
る
省
令
（
国
土
交
通
一
〇
九
）

O
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関

　
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

　
省
令
（
同
一
一
〇
）

O
特
別
調
達
資
金
会
計
官
及
び
特
別
調
達
資

　
金
出
納
命
令
官
受
入
事
務
規
程
の
一
部
を

　
改
正
す
る
省
令
（
防
衛
一
三
）

〔
規

貝哩

〕

O
警
察
庁
の
定
員
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

．
改
正
す
る
規
則
（
国
家
公
安
委
二
七
）

杢奎六
六

六
七究

　訓

令
〕

O
領
事
官
の
管
轄
区
域
を
定
め
る
訓
令
の
一

　
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
外
務
一
八
）

〔
告

示
〕

六
九

O
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ

　
き
、
銀
行
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照

　
ら
し
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で

　
あ
惹
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準

　
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
金
融
庁
八
二
）
　
七
〇

〇
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
第
二
十

　
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
株
式
会

　
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
が
そ
の
経
営
の
健

　
全
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
の
｛
部
を

　
改
正
す
る
件

　
（
金
融
庁
・
財
務
・
経
済
産
業
七
）

O
労
働
金
庫
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お
い

　
て
準
用
す
る
銀
行
法
第
十
四
条
の
二
の
規
、

　
定
に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
及
び
労
働
金
庫

　
連
合
会
が
そ
の
保
有
す
る
資
産
等
に
照
ち

　
し
自
己
資
本
の
充
実
の
状
況
が
適
当
で
あ

　
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
の

　
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
金
融
庁
‘
厚
生
労
働
八
）
　
　
　
　
　
　
　
七
一

〇
農
業
協
同
組
合
等
が
そ
の
経
営
の
健
全
性

　
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
等
の
一
部
を
改

　
正
す
る
件
（
金
融
庁
・
農
林
水
産
二
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）
ゴ

O
消
防
法
第
二
十
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定

　
に
よ
り
消
防
の
用
に
供
す
る
機
械
器
具
等

　
に
つ
い
て
型
式
承
認
を
し
た
件

　
（
総
務
七
二
六
）

O
特
定
小
規
模
施
設
用
自
動
火
災
報
知
設
備

　
の
設
置
及
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基

　
準
（
消
防
庁
二
五
）

O
地
区
音
響
装
置
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す

　
る
件
（
同
二
六
）

O
特
定
施
設
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

　
設
備
に
係
る
配
管
、
管
継
手
及
び
バ
ル
ブ

　
類
の
基
準
（
同
二
七
）

O
加
圧
送
水
装
置
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す

　
る
告
示
（
同
二
八
）

σ
火
災
通
報
装
置
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す

　
る
件
く
同
二
九
y

O
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
自
動
消
火
設
備
の
設
置
及

　
び
維
持
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め

　
る
件
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　
　
（
同
三
〇
）

O
金
属
製
管
継
手
及
び
バ
ル
ブ
類
の
基
準

　
　
（
同
三
一
）

O
配
管
の
摩
擦
損
失
計
算
の
基
準
の
全
部
を

　
改
正
す
る
件
（
同
三
二
）

O
租
税
特
別
措
置
法
第
十
一
条
の
六
第
一
項

　
及
び
第
四
十
四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の

　
適
用
を
受
け
る
機
械
そ
の
他
の
減
価
償
却

　
資
産
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

　
件
（
財
務
三
七
八
）

O
国
債
証
券
買
入
銷
却
法
第
一
条
の
規
定
に

　
．
よ
る
国
債
の
買
入
消
却
に
関
す
る
件

　
　
（
同
三
七
九
5
三
八
二
）

O
相
続
税
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き

　
国
庫
に
帰
属
七
た
国
債
砂
買
入
消
却
に
関

　
す
る
件
（
同
三
八
三
）

七一七三茜七
五

七
六

七
七

八一八三八
六

O
関
税
暫
定
措
置
法
第
八
条
の
四
第
一
項
の

　
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
特
恵
鉱
工
業
産
品

　
等
に
つ
い
て
、
輸
入
額
等
が
限
度
額
等
を

　
超
え
る
こ
と
と
な
っ
た
特
定
特
恵
鉱
工
業

　
産
品
等
及
び
月
を
告
示
す
る
件

　
（
同
三
八
四
）
・

O
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機

　
構
が
処
分
す
ゐ
放
射
性
廃
棄
物
の
量
北
相

・
当
す
る
も
の
の
算
定
方
法
を
定
め
る
件

　
　
（
文
部
科
学
一
七
七
）

O
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
ヌ
は
放
射
性

　
廃
棄
物
の
貯
蔵
、
処
理
又
は
処
分
を
独
立

　
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
に

　
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
指
定
す
る

　
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
廿
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ペ

O
在
外
教
育
施
設
を
認
定
し
た
件

　
　
（
同
一
七
九
）

O
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
七
条
の
三
第
三

　
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
規
化
学
物
質
の
名

　
称
を
公
表
す
る
件
（
惇
生
労
働
五
六
七
獄

O
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基

　
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲

　
示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
尉
五
六
八
、
五
七
〇
）

O
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
の
一
部

　
を
改
正
す
る
件
（
同
五
六
九
）

O
特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
そ
の
・
材
料
価
格

　
（
材
料
価
格
基
準
y
の
一
部
を
改
正
す
る

　
件
（
同
五
七
、
一
．
y

O
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
五
条
の
二
に
規

　
定
す
る
責
任
準
備
金
に
相
当
す
る
額
の
算

　
出
方
法
に
関
す
る
特
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
件
一
（
同
五
七
二
）

　
　
O
厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
三
十
六
条
第
一

　
　
“
項
各
号
に
規
定
す
る
停
生
労
働
大
臣
が
定

　
　
　
め
る
利
率
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
　
（
同
五
七
三
）
、

　
・
O
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び

　
　
　
施
設
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
　
（
同
五
七
胆

　
　
O
地
方
厚
生
局
長
及
び
四
国
厚
生
支
局
長
が

　
　
　
行
う
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
の

　
　
　
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
五
七
五
）

　
　
O
船
員
保
険
法
施
行
令
第
十
二
条
の
規
定
に

　
　
　
基
づ
き
、
社
会
保
険
庁
長
官
が
定
め
る
額

　
　
　
を
定
め
る
件
（
社
会
保
険
庁
二
四
）

　
　
O
認
定
個
人
情
報
保
護
団
体
と
し
て
認
定
し

　
　
　
た
件
（
経
済
産
業
二
八
七
）

　
　
O
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
四
項
第

　
　
　
七
号
の
規
定
起
基
づ
き
金
融
取
引
の
調
整

　
　
　
、
を
指
定
す
る
件
（
同
二
八
八
）

　
　
O
輸
入
割
当
て
を
受
げ
る
べ
き
貨
物
の
品

　
　
　
目
」
■
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の

　
　
　
．
原
産
地
又
は
船
稜
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸

　
　
　
入
に
つ
い
で
必
要
な
事
項
の
公
表
の
一
部

　
　
　
を
改
正
す
る
件
，
（
同
二
八
九
）

　
．
O
工
業
標
準
化
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
基

　
　
、
づ
き
認
証
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在

　
　
　
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件
、

　
　
　
　
（
同
二
九
〇
）

　
　
O
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定

　
　
　
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　
　
　
　
（
国
土
交
通
一
五
三
二
）

　
　
O
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び

　
　
　
第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た

　
　
　
め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を

　
　
　
改
正
す
る
告
示
（
同
一
五
三
三
）

九
五

八
七

、
九
六

染九
七九

九
δ
O

δ
二

O
後
付
消
音
器
の
性
能
等
を
確
認
す
る
機
関

　
の
登
録
規
程
（
同
一
五
三
四
）

O
平
成
二
十
一
年
に
標
準
地
の
価
格
の
公
示

　
を
す
る
公
示
区
域
を
定
め
た
件

　
（
同
一
五
三
五
）

○
地
震
そ
の
他
の
衝
撃
に
よ
り
生
じ
た
国
土

　
交
通
大
臣
が
定
め
る
加
速
度
並
び
に
当
該

　
加
速
度
を
検
知
し
、
自
動
的
に
、
か
ご
を

　
昇
偉
路
の
出
入
口
の
戸
の
位
置
に
停
止
さ

　
せ
、
か
つ
、
．
当
該
か
ご
の
出
入
ロ
の
戸
及

　
び
昇
降
路
の
出
入
口
の
戸
を
開
き
、
又
は

　
か
ご
の
内
の
人
が
こ
れ
ら
の
戸
を
開
く
こ

　
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
装
置
の
構
造
方

　
法
を
定
め
る
件
ハ
同
一
五
三
六
）

O
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関

　
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
十
条
の
二
の
三

　
の
物
質
を
定
め
る
告
示
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
告
示
（
同
一
五
三
七
）

O
自
衛
隊
飛
行
場
告
示
の
一
部
を
変
更
す
る

■
■
件
（
防
衛
二
四
七
）

O
避
路
に
関
す
る
件

　
　
（
東
北
地
方
整
備
局
一
九
六
）

O
道
路
に
関
す
る
件

　
　
（
関
東
地
方
整
備
局
四
一
二
～
四
一
四
）

○
道
路
に
関
す
る
件

　
　
（
北
陸
地
方
整
備
局
一
四
五
～
一
五
〇
）
・

O
都
市
計
画
に
関
す
る
件

　
　
（
中
部
地
方
整
備
局
一
二
六
）

O
道
路
に
関
す
る
件
（
同
一
二
七
、
一
二
八
）

O
道
路
に
関
す
る
件

　
　
（
中
国
地
方
整
備
局
一
〇
九
「
一
一
〇
）

■
O
道
路
に
関
す
る
件

　
　
（
九
州
地
方
整
備
局
一
四
七
、
一
四
八
）

δ
二

δ
五

δ
六

δ
七一

＝

≡
一二

三
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17266

17267

17268

17269

17270

17271

17272

一17273

17274

17275

17276

’17277

17278

17279

17280

17281

17282

17283

17284

17285

17286

17287

17288

17289

メタクリル酸・＝2一エチルヘキシル・メタクリル酸＝2，2，2一ト　9－2145
リフルオロエチル・メタクリル酸＝2一ヒドロキシブロピル・メタク
リル酸メチル共重合物

［（メタクリル酸＝2，3一エポキシプロピル・メタクリル酸＝・2一一ヒ　9－2146
ドロキシエチル・メタクリル酸メチル共重合物）のアクリル酸付加物］
のシクロヘキサー4一エンー1，2一ジカルボン酸無水物付加物

メタクリル酸＝2，3一エポキシブpピル・メタクリル酸＝4一ヒド　9－2147
ロキシフェニル共重合物

メタクリル酸二6一シアノー5一オキソー4一オキサトリシクロ［4．　9－2148
2．1．03・7］ノナンー2一イル・メタクリル酸＝シクロヘキシル・
メタクリル酸＝1一シクロヘキシルー1一メチルエチル・メタクリル
酸＝3，5一ジヒドロキシトリシクロ［3．3．1．43・7］デカンー
1一イル共重合物

メタクリル酸＝2」（ジメチルアミノ）エチル・メタクリル酸＝3，　9－2149
3，4，4，5，5，6，6，7，7，8，8，8一トリデカフルオ
ワオクチル共重合物の酢酸塩

メタクリル酸＝3，3，4，，4，5，5，6，6，7，7，8，8，　9－2150
8一トリデカフルオロオクチル・メタクリル酸二3一（トリメトキシ
シリル）プロピル・メタクリル酸＝ボルナン㌣2一イル・メタクリル
酸メチル共重合物

メタクリル酸＝3、，314，4，・5，5，6，6，7，7，8，8，　9－2151
8一トリデカフルオ口才クチル・メタクリル酸＝α一ヒドロポリ（オ
キシエチレン）一ω」イル共重合物

メタクリル酸＝・2一ヒドロキシエチル・メタクリ．ル酸＝2一［3一（2　9－2152

H－1，2，3一ベンゾトリアゾールー2一イル）一47ヒドロキシ
フェニル］エチル共重合物

メタクリル酸＝2一ヒドロキシブロピルと4一メチルヘキサヒドロ無　2一（4）一631
水フタル酸の付加反応生成物

メタンスルホン酸銀（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2一（4）一1168

メタンスルホン酸ドデシル　　　　　　　　　　　　　　　　　　2一（6）r1781

1」［4一（（π）一2一メチルオギシラニルメトキシ）フェニル］一　8一（1）一3342
4一（4一トリフルオロメトキシフェノキシ）ピペリジン

5一メチルー4，5，6，7一テトラヒドロ［1，3］チアゾロ［5，　8一（7）一1599
4－o］ピリジンー2一アミン＝二臭化水素酸塩
5占メチルー4，5，6，7一一テトラヒド白［1，3］チアゾロ［5，　8一（1）一3343
4－o］ピリジンー2一カル：ボン酸＝塩酸塩

4一メチルー2一（4一トリフルオロメチルフェニルy－1，3一チ　8一（7）一1600
アゾールー5一カルバルデヒド

（R）一2一メチルー6一ニトロー2一（4一｛4一［4一（トリフ　，8一（7）一1601
ルオロメトキシ）フェノキシ］ピペリジンー1一イル｝フェノキシメ
チル）一2，一3一ジヒドロイミダゾ［2，1一わ］オキサゾール

1一メチルー4一｛4一［2一（4一ビ；ルシクロヘキシル）、午テニ　7一（3）r735
ル］シクロヘキシル｝ベンゼン

（S）一3一メチルピペラジンー1rカルバルデヒド　　　　　　　8一（2）一2220

7一メチルー2H－1，5一ベンゾジオキセピンー31（4H）一オン　8一⑤一402

7一メトキシー4一オキソー1，4一ジヒドロキノリンー6一カルボ　8一（1）一3344
ン酸

7一メトキシー4一オキソー1，4一ジヒドロキノリンー6一カルボ　8一（1）一3345
ン酸メチル

3一メトキシー1一オキソー1，3一ジヒドロー2一ペンゾフランー　8一（4）一1700
5一カルボン酸メチル

4一メトキシカルボニルー2Lメチル安息香酸

ユキノシタ抽出物

4一（4）一1266

11一（4）一819

　　17290ぎ兜禅欝ぞ認識擦豪勇雛菊）（粂リ3濤糞やZ夏10－2288
　　　　　　チルエチレン）のジブチルアミン付加物］・ジイソシアン酸＝4，4’一
　　　　　　メチレンジシクロヘキシル・ヒドラジン・α一（4一ヒドロキシブチ
　　　　　　ル）一ω一ヒドロキシポリ（オキシカルボニルオキシヘキサメチレン／
　　　　　　オキシカルボニルオキシテトラメチレン）・α一ヒドローω一ヒドロ
　　　　　　キシポリ（オキシテトラメチレン）重付加物｝）の3一（トリエトキ
　　　　　　シシリル）プロピルアミン及びα一ヒドローの一メトキシポリ（オキ
　　　　　　シエチレン）付加物
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十
　
人
工
腎
臓
用
透
析
液
（
在
宅
血
液
透
析
患
者
に
対
し
て
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
支
給
を
目
的
と
す
る
処
方

　
　
せ
ん
を
交
付
す
る
場
合

　
十
一
　
血
液
凝
固
阻
止
剤
（
在
宅
血
液
透
析
患
者
に
対
し
て
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
支
給
を
目
的
と
す
る
処
方

　
　
せ
ん
を
交
付
す
る
場
合

　
十
二
　
生
理
食
塩
水
（
在
宅
血
液
透
析
患
者
に
対
し
て
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
の
支
給
を
目
的
と
す
る
処
方
せ
ん

　
　
を
交
付
す
る
場
合

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
六
十
九
号

　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬

価
基
準
）
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
L
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
■
要
一

　
別
表
に
第
1
9
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
一
〇
雲
　
　
　
　
旋
　
　
　
　
謀
　
　
　
　
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
冴
　
　
　
　
．
．
油
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
恥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
菌
　
　
　
　
　
　
　
　
滋
　
　
謎
　
　
恢
　
　
欝
　
　
　
繍
　
　
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
（
沖
）

　
　
周
＞
U
藩
㎝
轟
「
↓
く
宍
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝
お
一
濡
　
　
　
　
　
9
一
〇

　
　
男
＞
O
濡
一
。
語
「
↓
磯
溶
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
ド
。
旨
巴
灘
　
　
　
．
巳
。

　
　
閃
＞
U
濡
H
㎝
お
「
↓
K
溶
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
＾
■
　
’
　
　
　
　
5
日
豊
濡
　
　
　
　
　
巳
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
七
十
号

　
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
五
号
）
第
十
九
条
第
一
項
本
文
及
び

保
険
薬
局
及
び
保
険
薬
剤
師
療
養
担
当
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第
十
六
号
）
第
九
条
本
文
並
び
に
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
療
養
の
給
付
等
の
取
扱
い
及
び
担
当
に
関
す
る
基
準
．
（
昭
和
五
十
八
年
厚

生
省
告
示
第
十
四
号
）
第
十
九
条
第
一
項
本
文
及
び
第
三
十
一
条
本
文
の
規
定
に
基
づ
き
、
・
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則

並
び
に
療
担
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲
示
事
項
等
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
別
表
第
6
に
第
4
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脇
“
雲
　
　
　
　
盗
　
　
　
　
欝
　
　
　
　
（
ω
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冴
　
　
　
　
　
　
曲
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
鄙
　
　
　
　
　
　
、
．
　
　
　
　
　
、
　
菌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溢
　
　
　
叢
　
　
　
板
　
　
　
爵

　
　
　
　
　
　
　
（
漣
）
，

　
　
勾
＞
O
濡
㎝
ヨ
σ
q
（
↓
属
沃
）
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
㎝
ヨ
巴
濡

　
　
閃
＞
∪
濡
一
。
据
（
↓
属
宍
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、
■
　
一
。
据
一
濡

　
　
閃
＞
U
融
嶺
農
（
↓
K
溶
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
嵩
据
一
難

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
七
十
一
号

　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
保
険
医
療
材
料

及
び
そ
の
材
料
価
格
■
（
材
料
価
格
基
準
）
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
一
号
）
の
一
部
庖
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
別
表
豆
区
分
0
0
1
③
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
．

　
　
　
（
“
）
溜
鶏
汁
響
舞
曲
×
導
V
γ
黛
Ψ
刈
γ
由
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
・
　
N
o
。
噌
。
。
。
O
田

　
別
表
H
区
分
1
3
3
③
③
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
、

　
　
　
　
㊦
　
謂
雲
汁
響
舞
曲
×
Ψ
V
7
黛
Ψ
刈
7
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
。
o
。
』
O
O
田

　
別
表
五
区
分
1
4
9
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

一
9
　
仔
7
皿
勘
麟
敲
由
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
ω
0
9
0
0
0
コ

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
七
十
二
号

　
厚
生
年
金
基
金
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
年
金

保
険
法
第
八
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金
に
相
当
す
る
額
の
算
出
方
法
に
関
す
る
特
例
（
平
成
十
一
年
厚
生

省
告
示
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
十
二
項
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
・

平
成
二
十
一
年

年
マ
イ
ナ
ス
三
・
五
四
パ
ー
セ
ン
ト

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
七
十
三
号

　
厚
生
年
金
保
険
法
・
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
，
附
則
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
年
金

保
険
法
附
則
第
三
十
六
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
率
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
二
百
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
軌

　
　
平
成
二
十
年
十
二
月
一
．
一
十
六
日
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一
■

　
別
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
平
成
二
十
一
年
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
0
パ
ー
セ
ン
ト

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
七
十
四
号

・
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
及
び
選
定
療
養
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
五
号
）
第
一
条

第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び
施
設
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第

百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
．
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
ヨ
　
　
、
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
．
厚
生
労
働
大
臣
舛
添
要
一

　
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う

　
八
十
六
，
マ
イ
ク
ロ
波
子
宮
内
膜
ア
ブ
レ
ー
シ
ヨ
ン
（
機
能
性
及
び
器
質
性
過
多
月
経
（
た
だ
し
、
妊
孕
性
の
温
存

　
　
が
必
要
な
場
合
又
は
子
宮
府
膜
が
ん
、
異
型
内
膜
塔
殖
症
そ
の
他
の
悪
性
疾
患
及
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
を
除

　
、
く
。
）
で
あ
つ
で
氏
子
宮
壁
厚
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
症
例
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
施
設
基
準

　
　
イ
　
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
に
係
る
基
準

　
　
　
コ（4）（3）（2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口

（11）（1①（9）（8）（7）（6）（5）（4）（3）（2）11）

　
専
ら
産
婦
人
科
又
は
婦
人
科
に
従
事
し
、
当
該
診
療
科
に
つ
“
て
五
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

．
産
婦
人
科
専
門
医
で
あ
る
こ
と
。

“
当
該
療
養
に
つ
い
て
一
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

　
当
該
療
養
に
つ
い
て
、
当
該
療
養
を
主
と
し
て
実
施
す
る
医
師
と
し
て
三
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
。
、

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

　
産
婦
人
科
又
は
婦
人
科
を
標
擁
し
て
い
る
こ
と
。

　
実
施
診
療
科
に
お
い
て
、
常
勤
の
医
師
が
配
置
さ
れ
で
い
る
こ
と
。

　
麻
酔
科
に
お
い
て
、
医
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
病
床
を
有
し
て
い
る
こ
と
．

　
当
直
体
制
が
整
備
さ
れ
、
専
ら
産
婦
人
科
又
は
婦
人
科
に
従
事
す
る
医
師
が
当
直
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。

　
緊
急
手
術
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
二
十
四
時
間
院
内
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

・
医
療
機
器
保
守
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
医
療
安
全
管
理
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
術
中
・
術
後
に
子
宮
鏡
検
査
及
び
超
音
波
検
査
を
実
施
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
当
該
療
養
に
つ
い
て
、
三
例
以
上
の
症
例
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
。
，

第
三
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
七
　
根
治
的
前
立
腺
全
擶
除
術
に
お
け
る
内
視
鏡
下
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

　
る
。
）

（
前
立
腺
が
ん
に
係
る
も
の
に
限



保医発一第12260．02号

．平成20年12月26日

地方．厚生（支）局医療指導課長

．都道府県民隼主管部（局）
　国’民健康保険主管課（部）長
都道府県後期高齢者医療主管部（局）

　後期高齢者医療主管課（部）長

殿

厚生労働省保険局医療課長

介護老人保健施設入所者に対する処方せんの交付等にかかる「療担規則及び薬担規則

　　並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」の改正について

　本日、r療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣湊定頗る掲示事項

等の一部を改正する件」（厚生労働省告示第568号・以下・「改正告示」という・）が公布

され1同日から適用された・とζろである。

　改正告示の内容等については以下のとおりであるので、その取扱いに遺漏のないよう・

’貴管下の保険医療機関、審査支払機関等に対し、周知徹底を図られたい。

記

1　改正告示の内容
（1）保険医が使用できる医薬品及び歯科材料にづいて

　　高度医療評価制度が平成20年4月から導入された；とに伴い、新たに薬事法の承認

　等が得られていない医薬昂・医療機器の使用を伴う先進的な医療技術について、先進

　　医療の一類型として保険診療と併用できることとされたところであるが、当該未承認

　　の医薬品等を保険医が使用できるよう、保険医療機関及び保険医療養担当規則上の所

　要の改正を行うものである。

（2）介護老人保健施設の入所者に対する処方せんの交付について

　　車成20年度診療報酬改定において、介護老人保健施設の入所者である患者（以下、

　　「施設入所者」という。）に対して算定できる薬剤について、インターフェロン製剤

　等を加えたところさあるが、高齢者の医療の確保に関する法律の規定による療養の給

　’付等の取扱い及び担当に関する基準（以下、「療担基準」という。）においては、施

　設入所者に対して保険医が撃方せんを交付できるのは・上述の薬剤のうち・抗悪性腫

　瘍剤等、一部の薬剤に限っていたところである。

　　施設入所者に対して算定できる薬剤を拡大した趣旨を踏まえ、施設入所者に対して

　処方せんを交付できる場合について、療担基準上の所要の改正を行うものである。



（

2　改正告示の適用14伴う’関係通知の一部改正について

　改正告示の適用に伴い、f診療報酬の算定方法の制定等に伴う実施上d）留意事項につ

いて」（平成20年3月5日保医発第0305001号）及びrr療担規則及び薬担規則並びに療・

揖基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」及びr保険外併用療養費に係る厚生

労働大臣が定める医薬品等」の宰施上の留意事項について」（平成18年3月13日保医発

第0313003号）を別紙1及び別紙2のとおり改正する。なお、通知の改軍内容について

は、以下のとおりであること。

・（1）先進医療関係

　　改正告示に合わせ｛保険医が使用でき弓医薬品及び歯科材料にづいて、所要φ改

　正を行うものであること。（別紙2参照）　　一　一　　．、

（2）介護老人保健施設の入所者に対する処方せんの交付についで．

・　①　遷析液等に係る処方重んを交付された患者に対して、区分番号J　O’38．に掲げる

　　　人工腎臓（1日につき）を算定する場合には、透析液等の費用が含まれていない人

　　　工腎臓「2」を算定することとしたこと。（別紙1参照）
　　②　改正告示に合わせ、施設入所者に対して処方せんを交付できる場合等につレ♪て、

　　　所望の醇正を行うとと・もに、改正告示中「在宅血液透析を行っている患者」及び「在

　　宅腹膜海流を行っている患者」の定義について明確にしたものであること。（別紙

　　　1及び別紙2参照）　　　　　、　　　　　　　　　　　’　　　．

r



．別紙r

r診療報酬の算定方法の制定等に伴う実施上の留意事項について」

　（平成20年3月5日保医発第03050σ1号）の一部改正について

1　別添1の第2章特掲診療料、第2部在宅、第3節薬剤料、C200（1）中r乾燥人血

液凝固第IX因子製剤（活性化プロトロンビン複合体及び乾燥人血液凝甲因子抗体迂回活性

複合体を含む。）」をr乾燥人血液凝固第皿因子製剤、活性化プロトロンビン複合体、乾

燥人血液凝固因子抗体迂回活性複合体」一に、　r及びアダリムマブ製剤」をr、アダリムマ

．ブ製剤、エリスロポエチン及びダルベポエチン」に改める。

2－ ﾊ添1の第2章特掲診療料、第9部処置、」038人工腎臓（2）に次を加える。

工　人工腎臓を行う際に使用する薬剤等に係る処方せんを交付．された患者である場合

3　別添3の区分01（6）イ中r乾燥人血液凝固第IX因子製剤（活性化プロトロンビン複，

合体及び乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性複合体を含む。）」を「乾燥人血液凝固第IX因

子製剤、活性化プロトロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性複合体」に、

　r及びアダリムマブ製剤」をr、アダリムマブ製剤、エリスロポエチン及びダルベポエチ

　ン」に改める。



別紙2

rr療担規則及び薬搬則並びに療担基数基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等」・及び

r保険外併用療養費に係ぐ厚生労働大臣が定め6医薬昂等」の実施上の留意事項について」

（平成18年3月13日保医発第0313003号）の一部改正について・

1　第7の・r1」中f医薬品を使用する場合」め下にr又は厚生労働大臣の定める先進医療

及び施設基準第3項各号に掲げる先進医療に係る薬物を使用する場合」を加える5

2　第9に次の④を加える。

　④　厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準第3項各号に掲げる先進医療に係る機械
’

　　器具等を使用’する場合

3，第10のr2」をr4」とし、r1」の次に次のr2」及び「3」を加える・

2　在宅血液透析を行っている患者とは以下に定めるものであること。

①　在宅血液透析指導管理料を算定している患者

②　介護老人保健施設入所者であって、当該介護老人保健施設内で人工腎臓を行ってい

　　る患者

③　　r特別養護老人ホーム等における療養の給付め取扱いについてゴ（平成18年3月31

　　日保医発第0331002号）の1の（1）から．（8）に規定される施設に入所している者又はサー

　　ビスを利用している者であって、当該施設内で人工腎臓を行づている患者

3　在宅腹膜灌流を行っている患者とは以下に定めるものである・こと6

①　在宅’自己腹膜海流指導管理料を算定している患者

㊨　介護老人保健施設入所者であって、’当該介護老人保健施設内で腹膜灌流を行ってレ＞

　　る患者

③　　「特別養養老人ホーム等における療養の給付の取扱いについて」の1の（1）から（8）

　　に規定される施設に入所している者又はサービスを利用している者であって、当該施

　　設内で腹膜灌流を行っている患者



4，第12の①中r抗悪性腫瘍剤」の下にr（注射薬を除＜・）」を加え・次の④から⑫を加

　える。

④　インターフ’エロン製剤（B型肝炎又はC型肝炎の効能若しくは効果を有するものに

　限る。）の支給を目的とする処方せんを交付する場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う⑤　血友病の治療に係る血液凝固因子製剤及び血液凝固因子抗体迂回活性複合体の支給

　を目的とする処方せんを交付する場合

⑥・自己連続携行式腹膜灌流に用いる薬剤の支給を目的とする処方せんを交付する場合

’⑦診疫報酬の算定方法別表第三調剤報醜点数表第4節区分番号30に掲げる特定保険医

　療材料の支給を目的とする処方せんを交付する場合

⑧　エリスロ禾エチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を行っている患煮のうち腎性貧

　血状態にあるものに対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする処方せんを交

　付する場合

⑨　ダルベポエチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を行っている患者りうち腎性貧血

・状態にあるものに対して使用する場合に限る。）の支給を目的とする処方せんを交付

　する場合
⑩　人工腎臓痢透析液（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。）の支給を目

　的とする処方せんを交付する場合
⑪’一 潔t凝固阻止剤（在宅血液透析患者に対して使用する場合に限る。）の支給を目的

　とする処方せんを交付する場合

⑫　生珪食塩水（在宅血液透析患者に対して使用する笏合に限る。）の支給を目的とする

　処方せんを交付する場合



（参考　別紙1関係）

「診療報酬の算定方法の制定等に伴う実施上の留意事項について』（平成20年3月．5日保医発第0305001号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の一部改正について

改　　正　　後

別添1

第2部　在宅
　第3節　薬剤料
C200　薬剤
　（1）　次の厚生労働大臣の定める注射薬に限り探与すること
　　　ができる。
【厚生労働大臣の定める注射薬】　　　　　、
　　インスリン製剤、ヒト成長ホルモン剤、遺伝子組換え活性
　型血液凝固第VII因子製剤、遺伝子組換え型血液凝’固第V皿因子

　製剤、乾燥人血液凝固第V皿因子製剤、一
　子製剤、活性化プロトロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子
抗体迂回活性複合体、性腺刺激ホルモン放出ホルモン剤、性
腺刺激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホルモン誘導体、
ソマトスタチンアナログ、自己連続携行式腹膜灌流用灌流液、
在宅中心静脈栄養法用輸液、インターフェロンアルファ製剤、
インターフェロンベータ製剤、ブトルファノール製剤、ブプ
レノルフィン製剤、塩酸モルヒネ製剤、抗悪性腫瘍剤、グル
カゴン製剤、ヒトソマトメジンC製剤、人工腎臓用透析液、
血液凝固阻止剤、生理食塩液、プロスタグランジン12製剤、
エタネルセプト製剤、注射用水、ペグビソマント製剤、ス々
トリブタン製剤、，クエン酸フェンタニル製剤、複方オキシコ
ドン製剤、ベタメタゾンリン酸エステルナトリウム製剤、リ
ン酸デキサメタゾンナトリウム製剤、メタスルホ安息香酸デ
キサメタゾンナトリウム製剤、プロトンポンプ阻害剤、H、
遮断剤、カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム製剤、トラネ
キサム酸製剤、フルルビプロフェンアキセチル製剤、メトク

改・　正　　前

別添1

第2部在宅
　第3節　薬剤料

C200　薬剤
　（1）’次の厚生労働大臣の定める注射薬．に限り投与すること
　　　ができる。
【厚生労働．大臣の定める注射薬】

　　インスリン製剤、ヒト成長ホルモン剤、遺伝子組換え活性
　型血液凝固第V皿因子製剤、遺伝子組換え型血液凝固第V皿因子

　製剤、乾燥人血液凝固第皿因子製剤、塁一一
　子製剤（活性化プロトロンビン複合体及び乾燥人血液凝固因
　子抗体迂回活性複合体を含む。）、性腺刺激ホルモン放出ホル
モン剤、性腺刺激ホルモン製剤、一ゴナドトロピン放出ホルモ
ン誘導体、ソマトスタチンアナログ、自己連続携行式腹膜灌
流用灌流液、在宅中心静脈栄養法用輸液、インターフェロン
アルファ製剤、インターフェロンベ｝タ製剤、ブトルファノ
ール製剤、，ブプレノルフィン製剤、塩酸モルヒネ製剤、抗悪
性腫瘍剤、グルカゴン製剤、ヒトソマトメジンC製剤、人工
腎臓用透析液、血液凝固阻止剤、生理食塩液、プロスタグラ
ンジン12製剤、エタネルセプト製剤、注射用水、ペグビソマ
ント製剤、スマトリブタン製剤、クエン酸フェンタニル製剤、
複方オキシコドン製剤くべタメタゾンリン酸エズテルナトリ
ウム製剤、リン酸デキサメタゾンナトリウム製剤、メタスル
ホ安息香酸デキサメタゾンナトリウム製剤、プロトンポンプ
阻害剤、H’、遮断剤、カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム
製剤、ト’宴lキサム酸製剤、フルルビプロフェンアキセチル



ロプラミド製剤、プロクロルペラジン製剤、臭化ブチルスコ
ポラミン製剤、グリチルリチン酸モノアンモニウム・グリシ
ン・L一システイン塩酸塩配合剤、アダリムマブ製剤、エリ
スロポエチン及びダルベポエチン

第9部　処置
J　O38　人工腎臓
　（1）（略）

　（2）　入院中の患者に人工腎臓を行った場合又は特掲診療料
　　　の施設基準等の第十一の二に規定する場合（入院中の患
　　　者以外の患者に血液濾過を行った場合又はその他特に認
　　　める場合）に該当する場合においては、「2」によ．り算
　　　定する。なお、r入院中の患者以外の患者に血液濾過を
　　　行った場合又はその他特に認める場合」とは｛入院中の
　　　患者以外の唐者であって下記の場合である。
　　　ア　血液透析濾過を行った場合
　　　イ　生命に危険を及ぼす程度の重篤な出血性合併症（頭
　　　　蓋内出血、消化管出血）を有する患者に対して血液透
　　　　析を行った場合’
　　　ウ　重大な視力障害に至る可能性が著し‘く高いく進行性
　　　　眼底出血を有する患者に血液透析を行った場合
　　　工　人工腎臓を行う際に使用する薬剤等に係る処方せん
　　　　を交付された患者である場合
（3）～（18）（略）

別添3
区分01　調剤料
　（1）～（5）（略）

　（6）　注射薬
　　ア（略）
　　イ　注射薬のうち支給できるものは、在宅医療における自
　　　己注射のために投与される薬剤（インスリン製剤、ヒト
　　　成長ホルモン剤、遺伝子組換え活性型血液凝固第V皿因子
　　　製剤、遺伝子組換え型血液凝固第v皿因子製剤、乾燥人血

製剤、メトクロプラミド製剤、プロクロルペラジン製剤、臭
化ブチルスコポラミン製剤、グリチルリチン酸モノアンモニ
ウム・グリシン・L一システイン塩酸塩配合剤及びアダリム
マブ製剤

第9部　処置
J　O38　人工腎臓
　（1）（略），

　（2）　入院中の患者に人工腎臓を行った場合又は特掲診療料
　　　の施設基準等の第十一の二に規定する場合（入院中の患
　　　者以外の患者に血液濾過を行った場合又はその他特に認
　　　める場合）に該当する場合において，は、’「2」により算
　　　定する。なお、丁入院中の患者以外の患者に血液濾過を
　　　行った場合又はその他特に認める場合」とは、，入院中の
　　　患者以外の患者であって下記の場合である。、
　　　ア　血液透析濾過を行った場合
　　　イ　生命に危険を及ぼす程度の重篤な出血性合併症（頭
　　　　蓋内出血、消化管出血）を有する患者に対して血液透
　　　　析を行った場合
　　　ウ　重大な視力障害に至る可能性が著しく高い、進行性
　　　　眼底出血を有する患者に血液透析を行った場合

（3）～（18）（略）’

別添3
区分01　調剤料
　（1）～く5）（略）

　（o）　注射薬
　　ア（略）、
　　イ　注射薬のうち支給できるものは、在宅医療における自
　　　己注射のために投与される薬剤（インスリン製剤」ピト
　　　成長ホルモン剤、遺伝子組換え活性型血液凝固第皿因子
　　　製剤、遺伝子組換え型血液凝固第V皿因子製剤、乾燥人血



液凝固第V皿因子製剤、乾燥人血液凝　第IX因子製剤1活
性kプロトロンビン　合体、　燥人血液凝固因子抗体迂
回活性複合体、自己連続携行式腹膜灌流用灌流液、在宅
中心静脈栄養法用輸液、．性腺刺激ホルモン放出ホルモン
剤、性腺刺激ホルモン製剤、ゴナドトロピン放出ホルモ
ン誘導体、ソマトスタチンアナログ、インターフェロン
アルファ製剤、インターフェロンベータ製剤、ブトルフ
ァノール製剤、ブプレノルフ’イン製剤、抗悪性腫瘍剤、
グルカゴン製剤、ヒトソマトメジンC製剤、人工腎臓用
透析液、血液凝固阻止剤、生理食塩水、プロスタグラン
ジン12製剤、塩酸モルヒネ製剤、エタネルセプト製剤、
注射用水、ペグビソマント製剤、スマト．リプタン製剤1
クエン酸フェンタ等ル製剤、複方オキシコドン製剤、ベ
タメタゾンリン酸エステルナトリウム製剤、リン酸デキ
サメタゾンナトリウム製剤、メタスルホ安息香酸デキサ
メタゾンチトリウム製剤、プロトンポンプ阻害剤、H、遮
断剤、カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム製剤、トラ
ネキサム酸製剤、フルルビプロフェンアキセチル製剤、
メトクロプラミド製剤、プロクロルペラ．ジン製剤、臭化
ブチルスコポラミン製剤、グリチルリチン酸モノアンモ
ニウム・グリシン・L一システイ．ン塩酸塩配合剤、アダ
リムマブ製剤、エリスロポエチン及びダルベポエチン）

　　に限る。（以下、省略）
（7）～（14）（略）

液凝固第V皿因子製剤、乾燥人血液凝 IX因子製剤（活

迂回活性複合体を含む。）、自己連続携行式腹膜灌流用灌
流液、在宅中心静脈栄養法用輸液、性腺刺激ホルモン放
出ホルモン剤、性腺刺激ホルモン製剤、ゴナドトロピン
放出ホルモン誘導体、ソマトスタチンアナログ、インタ
ーフ土ロンアルファ製剤、インターフェロンベータ製剤、
ブトルファノール製剤、ブプレノルフィン製剤、抗悪性
腫瘍剤、グルカゴン製剤、ヒトソマトメジンC製剤、人
工腎臓用透析液、血液凝固阻止剤、生理食塩水、プロス
タグランジン12製剤、塩酸モルヒネ製剤、エタネルセプ
ト製剤、注射用水、ペグビソマント製剤、スマトリブタ
ン製剤、クエン酸フェンタニル製剤、複方オキシコドン
製剤、ベタメタゾシリン酸エステルナト，リウム製剤、リ
ン酸デキサメタゾンナトつウム製剤、メタスルホ安息香
酸デキサメ・タゾンナト’リウム製剤、プ白トンポンプ阻害
剤、H2遮断剤、カルバゾクロムスルホン酸ナトリウム製
剤、トラネキサム酸製剤、フルルビプロフェンアキセチ
ル製剤、メトクロプラミド製剤、プロクロルペラジン製
剤、臭化ブチルスコポラミ、ン製剤、グリチルリチン酸モ
ノアセモニウム兜グリシン・L一システイン塩酸塩配合
剤及びアダリムマブ製剤）に限るろ（以下、省略）．

性ヒプロトロンビン　合体及び乾燥人血液凝固因子抗体

（7）～（14）．（略）



（参考　別紙2関係）

rr療担規則及び薬担規則並びに療担基準に基づき厚生労働大臣が定める掲示事項等』及びr保険外併用療養費に係る厚生労働
　大臣が定める医薬品等』の実施上の留意事項について』（平成18年3月13日保医発第0313003号）の一部改正について

改　　’正　　後

　　　　ロ第1～6（略）

第7　医薬品の使用に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示事
　　項等告示第7関係）
　1　保険医について、第6に規定する医薬品以外の医薬品の
　　使用が認められる場合は、厚生労働大臣の定める評価療養
　　及び選定療養第1条第4号に掲げ，る療養に係る医薬品を使
　　用する場合又は厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基
　　準第3項各号に掲げる先進医療に係る’物を使用する場合
　　であること。
　2（略）

第8　（略）一

第9　厚生労働大臣が定める歯科材料の使用に係る場合（掲示事
　　項等告示第9関係）
　　第8に規定する歯科材料以外の歯科材料の使用が認められ
’る場合として、次の場合を定めたものであること。
　①金合金又は白金加傘を前歯部の鋳造歯冠修復に使用す
　　る場合
　②掲示事項等告示第8に掲げる保険医療材料（金属であ
　　るものに限る。〉以外の金属を総義歯の床部に使用する
　　場合
　③　薬事法第80条の3第1項に規定する治験に係る機械器
　　具等を使用する場合
　④　厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準第3項各
　　号に掲げる先進医療に係る機械器具等を使用する場合

・改　　正　　前

第1～6（略）

第7　医薬品の使用に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示事
　　項等告示第7関係）
　’．1　保険医について、第6に規定する医薬品以外の医薬品の
　　使用が認められる場合は、厚生労働大臣の定める評価療養
　　及び選定療養第1条第4号に掲げる療養に係る医薬品存使
　　用する場合であること。

2（略）

第8（略）

第9　厚生労働大臣が定める歯科材料の使用に係る場合（掲示事
　　項等告示第9関係）
　　第8に規定する歯科材料以外の歯科材料の使用が認められ
1る場合として、次の場合を定めたものであること。
　①　金合金又は白．金加金を前歯部り鋳造歯冠修復に使用す
　　る場合
　②　掲示事項等告示第8に掲げる保険医療材料（金属であ
　　るものに限る。）．以外の金属を総義歯の床部に使用する
　　場合
　③　薬事法第80条の3第1項に規定する治験に係る機械器
　　具等を使用する場合



第10　　厚生労働大臣が定める注射薬等」（掲示事項等告示第10関
係）

製剤等を定めたものである。
2　在宅血液透析を行っている患者とは以下に定めるもので

1　保険医が投与することができる注射薬としてインスリン

あること。

①在宅血液透析指導管理料を算定している患者，

、3

②　介護老人保健施設入所者であって、当該介護老人保健
　施設内で人工腎臓を行っている患者
3　　「特別養責老人ホーム等における・療養の給付の取　い
　について」（平成18年3月31’日保医発第0331002号）の1
　の（1）から（8）に規定される施設に入所している者又はサ
　ービスを利用している者であって、当該施設内で人工腎
　臓を行っている患者
　在宅腹膜灌流を行っている患者とは以下に定めるもので
あること
1　在宅自己　膜’流指’鱗理料を算定している患者

③施J諜雛瑛讐講謝購療養の給付の取扱、、
②　介護老人保健施設入月者であって、当該介言老人保健

　　について　（平成18年3月31日保医発　0331002号）の1
　　の（1）から（8）に規定される施設に入所している者又はサ
　　ービスを利用している者であって、当該施設内で腹膜’
　　流を行っている患者
4（略）

第11（略）

第12　処方せんの交付に係る厚隼労働大臣が定める場合（掲示，
　　事項等告示第．12関係）
　　介護老人保健施設の入所者である患者に対する薬剤又は治
　療材料の支給を目的と．した処方せんの交付の禁止の例外とし
　て、次の場合を定めたものであること。
　　①悪性新生物に罹患している患者に対して抗悪性腫瘍剤
　　　（注射薬を除く　）の支給を目的とする処方せんを交付

第10　厚生労働大臣が定める注射薬等（掲示事項等告示第10関
　・係）

　1　保険医が投与することができる注射薬としてインスリン
　　製剤等を定めたものである。

2（略）

轟

第11（略）

第12　処方せんの交付に係る厚生労働大臣が定める場合（掲示
　　事項等告示第12関係ン
　　介護老人保健施設の入所者である患者に対する薬剤又は治‘
　療材料の支給を目的とした処方せんの交付の禁止の例外とし
　て、次の場合を定めたものであること。
　　①　悪性新生物に罹患している患者に対して抗悪性腫瘍剤
　　　の支給を目的とする処方せんを交付する場合



　する場合
②疼痛コントロールのための医療用麻薬の支給奪目的と
　する処方せんを交付する場合
③抗ウイルス剤（B型肝炎又はC型肝炎の効能若しくは
　効果を有するもの及び後天性免疫不全症候群又はH　I　V
　感染症の効能若しくは効果を有するものに限る。）の支
　給を目的とする処方せんを交付する場合
4　インターフェロン製剤（B型肝炎又はC型肝炎の効能
’若しくは効果を有するものに限る。）の支給を目的とす
　る処方せんを交付する場合
5　血友病の治療に係る血液凝　因子製1及び血字凝固因
　子抗体迂回活性複合体の支給を目的とする処方せんを交
⑥付ﾄ離断式腹膜灘．用レ、る薬剤の支給を目的と

　する処方せんを交付する場合
⑦診療報酬の算定方法別表第三調剤報酬点数表第4節区
分番号30に掲げる特定保険医療埜料の支給を目的とする
処方せんを交付する場合
⑧エリスロポエチン（在宅血液透析又は在宅膜’流を
　行っている患者のうち腎性貧血状態にあるものに対して
　使用する場合に限る。）の支給を目的とする処方せんを
　交付する場合
⑨ダルベポエチン（在宅血液透析又は在宅腹膜灌流を行，
　っている患者のうち腎性貧血状態にあるものに対して使
　用する場合に限る。）の支給を目的とする処方せんを交
　付する場合
⑩　人工腎臓用透析液（在宅血液透析患者に対して使用す
　・る場合に限る。）の支給を目的とする処方せんを交付す

　る場合

⑪揚幕灘署止農鷲譜欝欝著誘隻騰
　場合
12一j理　塩水（在宅血液透析患者に対して使用する場合
　に限る。）の支給を目的とする処方せんを交付する場合

第13～15（略）

②　疼痛コントロールのための医療用麻薬の支給を目的と
　する処方せんを交付する場合
③　抗ウイルス剤（B型肝炎又はC型肝炎の効能若しくは
　効果を有するもの及び後天性免疫不全症候群又はH　I　V
　感染症の効能若しくは効果を有するもの紅限る。）の支
　給を目的とする処方せんを交付する場合　　　　し

第13～15（略）




